
研究手法

考察

仮想空間における最適商品配置を志向したグループ化融合アソシ
エーション分析によるウェブ閲覧データのキーカテゴリー抽出

背景・目的

メタバースの利用者は5.5%(＊)と低迷

時間がかかるなぁ〜

短時間で手軽に楽しめるメタバース

•商品のジャンルが多すぎない
•配置にストレスを感じない

①商品のジャンルを絞る
②最適な配置を検討する

国立情報学研究所のIDRデータセット提供サービスにより株式会社インテージ様からご提供いただいた「インテージデータセッ
ト」のうち i-SSP Mobile ウェブ閲覧データ(223782件)

コンテンツやユーザーの利用感覚は現状の2次元インターネットと似ている

①NMFを実行 ②基底行列を利用したグループ化

結果
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③アソシエーション分析を実行 ④配置検討

❶処理後のデータ 基底数=20 
フロベニウスノルム利用 基底行列

各基底において重み付けの
大きいカテゴリー上位3つを

１グループとする

❷処理後のデータ

𝑆𝑢𝑝𝑝𝑜𝑟𝑡 ≥ 0.1, 𝐶𝑜𝑛𝑓𝑖𝑛𝑑𝑒𝑛𝑐𝑒 ≤ 0.3, 𝐿𝑖𝑓𝑡 ≥ 1.6

この関係を商品のジャンル絞りに利用する

用いた指標

配置の考え方

『(⑯)→(⑭,①)』
中央：⑯ ⑯に⑭への入り口を配置

＊①は既に中央に配置＊

『(②,①)→(③⑯⓪)』

②と①の境目に③への入り口
＊ ⑯,⓪ は既に中央に配置＊

uNMFによるグループ分け

u配置

h6 ~ h11 h12 ~ h17 h18 ~ h23

h0〜h5,h6〜h11,h12〜h17,h18〜h23
に分けて実行

• 配置する商品のジャンルを絞ること、そして最適な配置を提案することができた
• h6〜h11、h12〜h17、h18〜h23における配置すべきグループは似ている、または同じであった。一方で最適な配置に違いが現れた
→ユーザーの趣向は時間帯ごとに変化はあまりないがアプローチの仕方に違いがあることが明らかになり、時間帯で配置を変え

ることの重要性を再確認できた

h0 ~ h5
『(①)→ (⓪,⑯)』しか存在
しなかったため、⓪①⑯のみ
を配置するべきである

配置に対する工夫は重要では
ないと考えられる。
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今後の課題

• 指標に正解は存在しないた
め様々なパターンで検討す
る

• 配置を決める際に、マーケ
ティングサイエンスの観点
から配置を検討する

グループを考慮して
❶と同様な処理を行う

0より大きい数字をTrue
0以下はFalse

扱うデータ

より具体的な商品を！！

スパース
＋
非負
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